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こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
地
方
自
治
体
の
国
際
交
流
担
当
者
と
民
間
の
国
際
交
流
団
体
職
員
が
一
堂
に

会
し
、
お
互
い
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
な
が
ら
情
報
交
換
を
行
い
、
国
際
交
流
の
あ
り
方
を
考
え
、
今
後
の

交
流
事
業
の
新
た
な
展
開
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
研
修
会
で
す
。

　

ま
ず
、
基
調
講
演
と
事
例
発
表
に
お
い
て
、
国
際
交
流
事
業
の
現
状
と
課
題
を
提
起
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
後
、
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
取
り
組
む
べ
き
事
柄
を
話
し
合
い
ま
す
。
最

終
的
に
、
全
体
会
で
各
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
あ
い
、
総
括
を
行
う
こ
と
で
、
互
い
の
立
場
を
認
識
し
、
目
標

達
成
に
向
け
て
の
相
互
協
力
体
制
な
ど
を
構
築
す
る
糸
口
を
見
出
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
講
師
に

特
定
非
営
利
活
動
法

人
関
西
国
際
交
流
団

体
協
議
会
事
務
局
長

の
有
田
典
代
氏
を
迎

え
、「
昨
今
の
行
財
政

状
況
下
に
お
け
る
国
際

交
流
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
開
催
し
ま
す
。
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○
参
加
対
象
者

　

 

地
方
自
治
体（
都
道
府
県
、
市
区
町
村
）、
地
域
国

際
化
協
会
な
ら
び
に
国
際
交
流
団
体
の
職
員

○
募
集
人
数　

　

五
〇
人
程
度

○
開
催
日
時

　

二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
一
日（
木
）〜
一
二
日（
金
）

○
会
場

　

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
（
Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｍ
）

　

滋
賀
県
大
津
市

○
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

　

二
〇
〇
八
年　

九
月　

募
集
開
始

　
　
　
　
　
　

一
〇
月　

参
加
者
決
定
・
通
知

※ 

募
集
の
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
当
協
会
お

よ
び
Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｍ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
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（
地
勢
・
産
業
な
ど
）

紹
興
県
は
、
中
国
で
最
も
経
済
の
発
達
し
た
地

域
の
一
つ
で
あ
る
長
江
デ
ル
タ
流
域
に
位
置
し
て
お

り
、
そ
の
経
済
力
は
中
国
の
県
級
行
政
区
域
の
ト
ッ

プ
一
〇
に
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、
交
通
・
情
報
イ
ン

フ
ラ
も
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
中
国
に
お
け
る
環

境
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル
県
に
指
定
さ

れ
る
な
ど
、
生
活
環
境
は
非
常
に
充
実
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
国
政
府
が
最
初
に
指
定
し
た
二
四
の

「
歴
史
文
化
都
市
」
の
一
つ
で
も
あ
り
、
新
石
器
時

代
半
ば
に
遡
る
悠
久
の
歴
史
が
創
り
上
げ
た
景
観

や
文
化
を
擁
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
壁
の
な
い
博

物
館
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

気
候
は
亜
熱
帯
湿
潤
気
候
で
、
年
平
均
気
温
は

一
六
・
五
度
。日
照
時
間
が
多
く
、
四
季
が
明
確
に

あ
る
。

県
の
経
済
構
造

は
、
第
二
次
産
業

が
中
心
で
あ
り
、

特
に
紡
績
業
が
盛

ん
で
、
世
界
最
大

の
紡
織
製
品
の
交

易
市
場
で
あ
る

「
中
国
軽
紡
城
」

姉
妹
自
治
体

を
募
集
し
て

い
ま
す

姉
妹
自
治
体

を
募
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ま
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中国

浙江省

紹興市

紹興県

中
国

中
国

浙
江
省
・
紹
興
県

人
口

：

約
7 

1
万
人

面
積

：

1
，1
7
7
h

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日
本
の
自
治
体
と
の
姉
妹

提
携
を
希
望
す
る
海
外
の
自
治
体
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

今
回
は
、
中
国
の
紹
興
県
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

が
存
在
し
、毎
日
一

〇
万
人
を
超
え
る

取
引
関
係
者
が
出

入
り
し
て
い
る
。ま

た
、
民
間
企
業
の

活
動
が
活
発
で
、

外
資
企
業
も
含
め

た
県
内
企
業
の
九

八
％
は
民
間
企
業

で
あ
る
。

紹
興
県
も
含
め
た
紹
興
一
帯
は
、
秦
・
漢
の
時

代
か
ら
中
国
南
部
に
お
け
る
政
治
、
経
済
、
文
化

の
中
心
の
一
つ
で
あ
り
、
紹
興
酒
や
絹
織
物
の
生
産

は
有
名
で
あ
る
。
ま
た
、
文
豪
・
魯
迅
の
生
誕
地

と
し
て
も
知
ら
れ
、
彼
の
生
家
や
記
念
館
は
観
光

名
所
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

（
希
望
交
流
内
容
）

地
域
は
問
わ
な
い
が
、
経
済
（
特
に
製
造
業
）、

文
化
（
特
に
酒
、
染
織
関
係
）、
環
境
、
学
校
教
育

と
い
っ
た
領
域
の
交
流
を
希
望
し
て
い
る
。

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
中
国
語
）　

http://w
w
w
.shaoxing.gov.cn/
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c中国軽紡城国際貿易区

c古繊道（昔大きな船を接岸する際歩く
ために使われた水上の細長い石畳）


